
交付運用報告書

■運用報告書に関するお問い合わせ先

コールセンター 0120-104-694
（受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで）

お客さまのお取引内容につきましては、購入された販売
会社にお問い合わせください。

東京都千代田区丸の内1-8-2　http://www.am-one.co.jp/

世界好配当アドバンスト・インフラ株式ファンド 
ブラジルレアルコース

追加型投信／内外／株式

受益者の皆さまへ
毎々格別のお引き立てに預かり厚くお礼申し上
げます。
当ファンドは、主として世界各国のインフラ関
連企業が発行する上場株式などに実質的に投資
することによって、配当等収益の確保と投資信
託財産の成長を目指して運用を行います。投資
対象とする外国投資信託では、原則として投資
対象資産の発行通貨を売り予約し、ブラジルレ
アルを買い予約する為替取引を行います。
当作成対象期間につきましても、これに沿った
運用を行いました。ここに、運用経過等をご報
告申し上げます。
今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申
し上げます。

当ファンドは投資信託約款において、運用報告書（全体版）を電磁的方法によりご提供する旨を定めております。運用報告書（全
体版）は、下記のホームページにアクセスし、「基準価額一覧」等から当ファンドの名称を選択いただき、ファンドの詳細ペー
ジから閲覧、ダウンロードすることができます。また、運用報告書（全体版）は受益者のご請求により交付されます。交付を
ご請求される方は、販売会社までお問い合わせください。

作成対象期間 2019年 2 月16日～2019年 8 月15日

第95期 決算日：2019年 3 月15日

第96期 決算日：2019年 4 月15日

第97期 決算日：2019年 5 月15日

第98期 決算日：2019年 6 月17日

第99期 決算日：2019年 7 月16日

第100期 決算日：2019年 8 月15日

第100期末	
（2019年8月15日）

基 準 価 額 4,918円
純資産総額 1,381百万円

第95期～	
第100期

騰 落 率 △ 3.3％
分配金合計 300円

（注1）	 騰落率は分配金再投資基準価額の騰落率を表示しています。
（注2）	 △（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

交付_90006_118313_20190815_四校_世界好配当アドバンスト・インフラ株式ファンドブラジルレアルコース【寄付金記載なし】_785961.indd   1 2019/10/21   17:06:11



運用経過の説明
	基準価額等の推移（2019年2月16日～2019年8月15日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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第94期末
（2019/2/15）

第95期末
（2019/3/15）

第96期末
（2019/4/15）

第97期末
（2019/5/15）

第98期末
（2019/6/17）

第99期末
（2019/7/16）

第100期末
（2019/8/15）

第95期首： 5,380円
第100期末： 4,918円（既払分配金：300円）
騰 落 率：△ 3.3％（分配金再投資ベース）

（注1）	 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注2）	 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまが利用するコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注3）	 分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注4）	 上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示してあります。
（注5）	 当ファンドはベンチマークを定めておりません。

	 基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主として世界のインフラ関連企業が発行する上場株式などに実質的に投資することに

よって、配当等収益の確保と投資信託財産の成長を目指すファンドです。
当作成期間の基準価額は、実質的に投資する上場株式などはプラス寄与となりましたが、外国為替市

場でブラジルレアル安・円高となり為替変動部分はマイナス寄与となったため、第95期首の5,380円から
下落し、第100期末には5,218円となりました。
※文章中の基準価額は、当作成期間における分配金（累計）を加算しています。
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	1万口当たりの費用明細（2019年2月16日～2019年8月15日）

項目 第95期～第100期 項目の概要金額 比率
円 ％

（a） 信託報酬 33 0.605 （a）�信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
（投信会社） （10） （0.187） 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価額の算

出等の対価
（販売会社） （22） （0.402） 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内

でのファンドの管理等の対価
（受託会社） （ 1） （0.016） 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行等の対価

（b） その他費用 0 0.002 （b）�その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（監査費用） （ 0） （0.002） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 33 0.607
期中の平均基準価額は、5,376円です。

（注1）	 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
	 �なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注2）	 金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注3）	 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。
（注4）	 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「1万口当たりの費用明細」が取得できるものについては組入ファンドの概要に表示する

こととしております。
（注5）	 比率欄は「1万口当たりのそれぞれの費用金額」（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。項目ごとに

小数点以下第4位を四捨五入してあります。
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（参考情報）
◆総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.97％です。

総経費率
1.97％

投資先
ファンド
0.75％

投資先
ファンド
0.75％

このファンド
1.22％

このファンド
1.22％

運用管理費用以外
0.16％

運用管理費用
0.59％

運用管理費用
0.59％

その他費用
0.00％ 運用管理費用

（受託会社）
0.03％

運用管理費用
（販売会社）
0.81％

運用管理費用
（販売会社）
0.81％

運用管理費用
（投信会社）
0.38％

運用管理費用
（投信会社）
0.38％

総経費率（①＋②＋③） 1.97％

①このファンドの費用の比率 1.22％

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.59％

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.16％

（注1）	 ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注2）	 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注3）	 各比率は、年率換算した値です。
（注4）	 投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注5）	 ①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注6）	 ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注7）	 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
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	最近5年間の基準価額等の推移（2014年8月15日～2019年8月15日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2014/8 2015/8 2016/8 2017/8 2018/8 2019/8

（注1）	 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注2）	 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまが利用するコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注3）	 分配金再投資基準価額は、2014年8月15日の基準価額に合わせて指数化しています。

2014年8月15日 2015年8月17日 2016年8月15日 2017年8月15日 2018年8月15日 2019年8月15日
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 11,139 9,141 7,370 7,623 5,609 4,918
期間分配金合計（税込み） （円） － 1,200 1,200 1,200 1,200 700
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － △ 8.0 △ 4.2 21.0 △ 11.6 0.1
Dow Jones Brookfield Global Infrastructure 
Composite Yield Index Total Return騰落率 （％） － △ 5.7 5.8 4.6 0.1 3.5

Dow Jones Brookfield Global Infrastructure 
Composite Yield Index Total Return（円換算）騰落率（％） － 14.4 △ 13.7 13.6 1.2 △ 1.5

純資産総額� （百万円） 5,433 3,644 2,408 4,481 2,526 1,381
（注1）	 上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示してあります。
（注2）	 純資産総額の単位未満は切り捨てて表示してあります。
（注3）	 騰落率は1年前の決算応当日との比較です。
（注4）	 当ファンドはベンチマークを定めておりません。参考指数はDow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index 

Total Return、Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Return（円換算）です。参考指数につい
ては後掲の＜当ファンドの参考指数について＞をご参照ください。

	 参考指数は投資対象資産の相場を説明する代表的な指数として記載しているものです。
（注5）	 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注6）	 Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Return（円換算）は、基準価額への反映を考慮して、基

準価額算出日前日の指数値を基準価額算出日当日の為替レート（対顧客電信売買相場仲値）で円換算してあります。
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	投資環境（2019年2月16日～2019年8月15日）
インフラ関連株式市場

第95期初のグローバル株式市場は、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の金融政策の転換や米中貿易
交渉の進展への期待などから上昇して始まりました。2019年3月にはＥＣＢ（欧州中央銀行）が域内の
成長見通しを下方修正したことや米国の長短金利が逆転（逆イールド）し景気後退懸念が強まったこと
などから軟調に転じる場面があったものの、4月に入ると英国のＥＵ（欧州連合）離脱延期の決定や中
国の経済指標の改善などが好感され上昇基調となりました。5月には米中貿易交渉が決裂しトランプ政
権が対中追加関税の引き上げ（第3弾）を実施し、貿易摩擦による世界経済の悪化懸念が強まると大き
く下落する展開となりました。6月に入ると、パウエルＦＲＢ議長の講演などを受けて欧米で金融緩和
期待が広がったことから反発したほか、米中貿易交渉の再開期待が広がったことで上昇しました。7月
半ば以降はＦＲＢの利下げ幅が小幅に留まるとの見方が広がったほか、月末の米中貿易交渉に進展が見
られずトランプ政権が再度、対中追加関税（第4弾）を発表すると、世界経済への懸念が広がったこと
から第100期末にかけて下落基調を強めました。

一方、グローバルインフラ株式市場は、長期金利下落などを受けてグローバル株式を上回るパフォー
マンスとなりました。

ブラジルレアル／円
ブラジルレアルは対円で下落しました。第95期初、ブラジル政府が財政再建を目的とする年金改革案

の詳細を発表したことが好感されたものの、2018年10－12月期の実質国内総生産（ＧＤＰ）が市場予想
を下回る内容となり上値の重い展開となりました。2019年3月以降はブラジル経済の不透明感が高まっ
たほか、テメル前大統領などの逮捕で経済改革が後退するとの懸念からブラジルレアルは大きく下げる
動きとなりました。4月上旬に米中貿易交渉の進展期待などから反発したものの、年金改革法案の審議
動向を睨み徐々に下げる展開となりました。5月半ばには米中貿易交渉が決裂すると新興国通貨が売ら
れブラジルレアルは大きく下落する展開となりました。下旬には2019年1－3月期ＧＤＰがマイナス成
長となり景気刺激策への期待が高まったことなどでブラジルレアルは反発したものの、その後は揉み合
いの展開となりました。7月上旬には、年金改革法案が下院で可決されたことが好感されて上昇したも
のの、米中貿易交渉が進展を見せず、8月上旬にトランプ政権が対中追加関税（第4弾）を発表すると
ブラジルレアルは急落して、第100期末を迎えました。
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国内短期金融市場
国内短期金融市場は、日銀のマイナス金利政策の継続から国庫短期証券3カ月の利回りはマイナスの

水準で推移しました。

2019/2/15 2019/8/15
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Dow Jones Brookfield Global Infrastructure 
Composite Yield Index Total Return（円換算）の推移 
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（円）
ブラジルレアル対円レートの推移

	ポートフォリオについて（2019年2月16日～2019年8月15日）
●当ファンド

円建受益証券のケイマン諸島籍外国投資信託「シ
ンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・
エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス（以下「イ
ンフラファンド－ＢＲＬクラス」という）」を通じて、
世界のインフラ関連企業が発行する上場株式など
に実質的に投資しました。「インフラファンド－
ＢＲＬクラス」は、原則として、米ドル売り、ブ
ラジルレアル買いの為替取引を行うことにより、
実質的に当該対象通貨の為替変動を享受する運用
を行いました。また、国内籍親投資信託「短期公
社債マザーファンド」を通じてわが国の短期公社
債に実質的に投資しました。
「インフラファンド－ＢＲＬクラス」の組入比率

は当作成期間を通じて高位を維持し、第100期末時
点では96.9％程度としました。一方、「短期公社債マザーファンド」の組入比率は第100期末時点で0.6％
程度としました。

●シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド
一貫してボトムアップ・アプローチおよびトップダウン・アプローチに基づき、主として世界各国に

上場するインフラストラクチャー関連の株式などに投資を行いました。米ドル以外の通貨建ての有価証

0.4000

0.4500

0.5000

0.5500

0.6000

2019/2/15 2019/8/15

（円）
シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・

エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラスの基準価額の推移

※基準価額（分配落ち後）は1口当たりです。
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券に対して、原則として対米ドルでの為替取引を行い、米ドルベースで現地源泉税を含む諸経費を考慮
したトータルリターンを追求しました。

●短期公社債マザーファンド
流動性や信用力を勘案し、残存1年以内の公社債を中心としたポートフォリオで運用を行う方針です。

残存1年以内の公社債を中心に運用を行いました。決算日時点の債券組入比率は約69.0％としました。
このような運用の結果、10,185円でスタートした基準価額は、第100期末には10,182円と下落しました。

	ベンチマークとの差異について（2019年2月16日～2019年8月15日）
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
グラフは、基準価額と参考指数の騰落率の対比です。ただし、実際の運用では、米ドル以外の通貨建

ての有価証券に対して、原則として対米ドルでの為替取引を行い、さらに米ドル売り、ブラジルレアル
買いの為替取引を行っているため、対象通貨の為替変動が反映されています。

【基準価額と参考指数の対比（期別騰落率）】

基準価額
Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Return
Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Return（円換算）

（％）

△20.0

△15.0

△10.0

△5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

第95期
2019/3/15

第96期
2019/4/15

第97期
2019/5/15

第98期
2019/6/17

第99期
2019/7/16

第100期
2019/8/15

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
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	分配金（2019年2月16日～2019年8月15日）
収益分配金につきましては基準価額水準・市況動向等を勘案し、以下の表の通りとさせていただきま

した。なお、収益分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用い
たします。
■分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目
第95期 第96期 第97期 第98期 第99期 第100期

2019年２月16日～
2019年３月15日

2019年３月16日～
2019年４月15日

2019年４月16日～
2019年５月15日

2019年５月16日～
2019年６月17日

2019年６月18日～
2019年７月16日

2019年７月17日～
2019年８月15日

当期分配金 50 50 50 50 50 50
（対基準価額比率） 0.900％ 0.900％ 0.955％ 0.927％ 0.885％ 1.006％

当期の収益 50 50 50 50 50 50
当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 2,447 2,449 2,451 2,458 2,465 2,467
（注1）	「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金」（税込み）の額が

一致しない場合があります。
（注2）	 当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金」（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異な

ります。
（注3）	「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配に充当した金額です。

また、「当期の収益以外」は「分配準備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。

今後の運用方針
●当ファンド

世界のインフラ関連企業の動向やファンドの資金流出入に留意しながら、「インフラファンド－ＢＲＬ
クラス」を高位に組み入れて運用を行う方針です。また、国内短期金融市場やファンドの資金流出入に
留意しながら、「短期公社債マザーファンド」の組み入れを適宜行う方針です。
「インフラファンド－ＢＲＬクラス」は、原則として、米ドル売り、ブラジルレアル買いの為替取引を

行います。

●シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド
グローバルインフラ株式市場の見通しは、堅調な経済活動と安定した資金調達市場に支えられ、依然

として明るいものと考えます。引き続き、コアインフラ資産によって創出される長期的キャッシュフロー
に重点を置いて運用しています。

北米の「石油・ガス貯蔵・配送」セクターに対する見通しはシェールガス革命による生産量が増加し
ていることから引き続きポジティブに見ています。二酸化炭素排出量削減の努力により、中国の液化天
然ガス輸入は急増しており、近い将来に想定される液化天然ガスの供給不足を回避するためには依然と
して供給のための投資が必要とされています。加えて、カナダにおいて新規のパイプライン建設計画が
数年遅れているため原油等の生産量がパイプラインの供給能力を超過しており、原油等の貯蔵施設の価
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値が高まっています。
公益銘柄及び通信銘柄に対してはバリュエーションの観点から魅力的な水準ではないものの、英国の

公益銘柄や欧州の通信銘柄などを選択的に投資していきます。
資産クラスとしてのグローバルインフラ株式は、現在の低金利環境下において魅力的な利回りを提供

するディフェンシブ資産に対する投資家需要が継続しており、引き続き割安と判断される魅力的な銘柄
に厳選して投資を行っていきます。しかしながら、マクロ経済動向や最近の地政学的イベントがグロー
バルインフラ株式に対してネガティブな影響を与える可能性があるため、注意を払っていく方針です。

●短期公社債マザーファンド
引き続き、短期公社債等で運用を行い、安定した収益の確保を目指しますが、市況環境によっては、

目標とする運用ができない場合があります。
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当ファンドの概要
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式

信 託 期 間 2011年3月10日から2021年2月15日（当初2016年2月15日）までです。

運 用 方 針 投資信託証券を主要投資対象として、配当等収益の確保と投資信託財産の成長を目指
して運用を行います。

主要投資対象

世界好配当アドバンスト・	
インフラ株式ファンド	
ブラジルレアルコース

投資信託証券。

シ ン コ ウ ・ グ ロ ー バ ル・	
イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー・	
エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス

主として世界各国に上場するインフラストラクチャー関連の株式
など。

短 期 公 社 債	
マザーファンド わが国の公社債。

運 用 方 法

シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬク
ラス（以下、「インフラファンド」という場合があります。）への投資を通じて、主と
して世界各国のインフラ関連企業が発行する上場株式などに実質的に投資します。
各投資信託証券への投資割合は、資金動向や市況動向などを勘案して決定するものとし、
インフラファンドの組入比率は、原則として高位とすることを基本とします。
投資対象とする外国投資信託では、原則として投資対象資産の発行通貨を売り予約し、
ブラジルレアルを買い予約する為替取引を行います。

分 配 方 針

①�分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利子・配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等の全額とします。

②�分配金額は、委託者が基準価額水準や市況動向等を勘案して決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合には、分配を行わないことがあります。

③�留保益の運用については、特に制限を設けず、運用の基本方針に基づいた運用を行
います。
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代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）

△60

△40

△20

0

20

40
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2014年8月末～2019年7月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 52.2 41.9 34.1 37.2 9.3 19.3 19.3
最小値 △ 37.0 △ 22.0 △ 17.5 △ 27.4 △ 4.0 △ 12.3 △ 17.4
平均値 5.4 9.3 10.6 6.9 2.0 2.7 1.4

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）�2014年8月から2019年7月の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

＊各資産クラスの指数
日本株……東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）
先進国株…ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株…ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債…ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債
先進国債…ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債…ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円ベース）

（注）海外の指数は為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。

※各指数については後掲の＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞をご参照ください。
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当ファンドのデータ
	当ファンドの組入資産の内容（2019年8月15日現在）
◆組入ファンド等

銘柄名 第100期末
％

シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス 96.9
短期公社債マザーファンド 0.6

組入銘柄数 2銘柄
（注1）	 比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注2）	 組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載してあります。

◆資産別配分

外国投資信託証券
96.9％

外国投資信託証券
96.9％

親投資信託受益証券
0.6％

その他
2.5％

◆国別配分

ケイマン諸島
96.9％

ケイマン諸島
96.9％

日本
0.6％

その他
2.5％

◆通貨別配分

円
97.5％
円

97.5％

その他
2.5％

（注1）	 比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注2）	 国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示してあります。
（注3）	 その他は、純資産総額から有価証券等を差し引いた数字です。
（注4）	 比率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示してあります。なお、合計は、四捨五入の関係で合わない場合があります。

	純資産等

項目
第95期末 第96期末 第97期末 第98期末 第99期末 第100期末

2019年3月15日 2019年4月15日 2019年5月15日 2019年6月17日 2019年7月16日 2019年8月15日
純資産総額 1,828,712,148円 1,791,520,867円 1,636,471,187円 1,624,486,112円 1,638,170,312円 1,381,143,175円

受益権総口数 3,322,930,574口 3,253,825,387口 3,157,178,899口 3,040,186,675口 2,924,448,882口 2,808,192,771口
1万口当たり基準価額 5,503円 5,506円 5,183円 5,343円 5,602円 4,918円

（注）当作成期間（第95期～第100期）における追加設定元本額は43,268,530円、同解約元本額は656,799,785円です。
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	組入ファンドの概要
［シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス］

（円）

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2017/9/30 2018/9/30

（2017年10月1日～2018年9月30日）

◆基準価額の推移 ◆1万口当たりの費用明細
（2017年10月1日～2018年9月30日）

当該期間の1万口当たりの費用明細については開示さ
れていないため、掲載しておりません。

◆組入上位10銘柄
（2018年9月28日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

1 TransCanada Corp. パイプライン カナダドル カナダ 6.5
2 Williams Cos, Inc. パイプライン 米ドル アメリカ 6.4
3 Sempra Energy 電力 米ドル アメリカ 5.6
4 Kinder Morgan, Inc. パイプライン 米ドル アメリカ 5.2
5 Pembina Pipeline Corp. パイプライン カナダドル カナダ 5.1
6 Enbridge, Inc. パイプライン カナダドル カナダ 5.0
7 RAI Way SpA エンターテインメント ユーロ イタリア 4.7
8 Plains GP Holdings LP Class A パイプライン 米ドル アメリカ 4.4
9 Vinci SA エンジニアリング・建設 ユーロ フランス 3.7
10 Gibson Energy, Inc. パイプライン カナダドル カナダ 3.6

組入銘柄数 34銘柄
（注1） 比率は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」の純資産総額に対する割合で、小数第2位を四捨五入して表示して

あります。
（注2） 「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス」は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エク

イティ・ファンド」の個別クラスとなっております。
（注3） 国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示してあります。
（注4） 組入銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書（全体版）に記載してあります。
（注5） 上記の表は、ブラウン・ブラザーズ・ハリマン・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッドの財務諸表をもとに記載してあります。
（注6） 一部、ＡＭＰキャピタル・インベスターズ・リミテッド提供のデータより作成してあります。

90006_シンコウ･グローバル･インフラ･ストラクチャー･エクイティ･ファンドBRLクラス_764633.indd   1 2019/04/16   10:55:32

◆資産別配分
その他
8.0％

外国株式
92.0％
外国株式
92.0％

◆国別配分

カナダ
21.2%

アメリカ
35.1%

フランス
3.7%
イタリア
7.8%

メキシコ
2.5%

その他の国
3.3%

その他
8.0%

オーストラリア
8.9%
イギリス
9.5%

◆通貨別配分

米ドル
36.5%

カナダドル
21.2%

ユーロ
13.5%

オーストラリア
ドル

8.9%

メキシコペソ
1.1%

スイスフラン 0.8%
ブラジルレアル 0.5%

その他 8.0%

英ポンド
9.5%

（注1） 比率は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」の純資産総額に対する割合です。
（注2） 「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス」は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エク

イティ・ファンド」の個別クラスとなっております。
（注3） 国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示してあります。
（注4） その他は、純資産総額から有価証券を差し引いた数字です。
（注5） 比率は、小数点以下第2位を四捨五入しています。なお、合計は、四捨五入の関係で合わない場合があります。
（注6） 米ドル以外の通貨建ての有価証券に対して、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」において、原則として当該有価

証券の発行通貨売り／米ドル買いの為替取引を行い、米ドルベースで現地源泉税を含む諸費用を考慮したトータルリターンを追求します。そのうえで、「シ
ンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス」において、原則として、米ドル売り、ブラジルレアル買いの為替
取引を行います。

（注7） 上記のグラフは、ブラウン・ブラザーズ・ハリマン・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッドの財務諸表をもとに記載してあります。

90006_シンコウ･グローバル･インフラ･ストラクチャー･エクイティ･ファンドBRLクラス_764633.indd   2 2019/04/16   10:55:32
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［シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス］

（円）
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（2017年10月1日～2018年9月30日）

◆基準価額の推移 ◆1万口当たりの費用明細
（2017年10月1日～2018年9月30日）

当該期間の1万口当たりの費用明細については開示さ
れていないため、掲載しておりません。

◆組入上位10銘柄
（2018年9月28日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

1 TransCanada Corp. パイプライン カナダドル カナダ 6.5
2 Williams Cos, Inc. パイプライン 米ドル アメリカ 6.4
3 Sempra Energy 電力 米ドル アメリカ 5.6
4 Kinder Morgan, Inc. パイプライン 米ドル アメリカ 5.2
5 Pembina Pipeline Corp. パイプライン カナダドル カナダ 5.1
6 Enbridge, Inc. パイプライン カナダドル カナダ 5.0
7 RAI Way SpA エンターテインメント ユーロ イタリア 4.7
8 Plains GP Holdings LP Class A パイプライン 米ドル アメリカ 4.4
9 Vinci SA エンジニアリング・建設 ユーロ フランス 3.7
10 Gibson Energy, Inc. パイプライン カナダドル カナダ 3.6

組入銘柄数 34銘柄
（注1） 比率は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」の純資産総額に対する割合で、小数第2位を四捨五入して表示して

あります。
（注2） 「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス」は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エク

イティ・ファンド」の個別クラスとなっております。
（注3） 国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示してあります。
（注4） 組入銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書（全体版）に記載してあります。
（注5） 上記の表は、ブラウン・ブラザーズ・ハリマン・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッドの財務諸表をもとに記載してあります。
（注6） 一部、ＡＭＰキャピタル・インベスターズ・リミテッド提供のデータより作成してあります。
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（注1） 比率は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」の純資産総額に対する割合です。
（注2） 「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス」は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エク

イティ・ファンド」の個別クラスとなっております。
（注3） 国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示してあります。
（注4） その他は、純資産総額から有価証券を差し引いた数字です。
（注5） 比率は、小数点以下第2位を四捨五入しています。なお、合計は、四捨五入の関係で合わない場合があります。
（注6） 米ドル以外の通貨建ての有価証券に対して、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」において、原則として当該有価

証券の発行通貨売り／米ドル買いの為替取引を行い、米ドルベースで現地源泉税を含む諸費用を考慮したトータルリターンを追求します。そのうえで、「シ
ンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＢＲＬクラス」において、原則として、米ドル売り、ブラジルレアル買いの為替
取引を行います。

（注7） 上記のグラフは、ブラウン・ブラザーズ・ハリマン・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッドの財務諸表をもとに記載してあります。

90006_シンコウ･グローバル･インフラ･ストラクチャー･エクイティ･ファンドBRLクラス_764633.indd   2 2019/04/16   10:55:32

14

交付_90006_118313_20190815_四校_世界好配当アドバンスト・インフラ株式ファンドブラジルレアルコース【寄付金記載なし】_785961.indd   14 2019/10/21   17:06:14



14

［短期公社債マザーファンド］
◆１万口当たりの費用明細

（2017年８月23日～2018年８月22日）
　該当事項はございません。
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(円) （2017年８月23日～2018年８月22日）

◆基準価額の推移

◆組入上位10銘柄
　2018年８月22日現在、有価証券等の残高はございません。

（注１）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）その他は、純資産総額から有価証券等を差し引いた数字です。
（注３）比率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示してあります。なお、合計は、四捨五入の関係で合わない場合があります。

※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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（注1） 比率は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」の純資産総額に対する割合です。
（注2） 「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＪＰＹクラス」は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エク

イティ・ファンド」の個別クラスとなっております。
（注3） 国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示してあります。
（注4） その他は、純資産総額から有価証券を差し引いた数字です。
（注5） 比率は、小数点以下第2位を四捨五入しています。なお、合計は、四捨五入の関係で合わない場合があります。
（注6） 米ドル以外の通貨建ての有価証券に対して、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」において、原則として当該有価

証券の発行通貨売り／米ドル買いの為替取引を行い、米ドルベースで現地源泉税を含む諸費用を考慮したトータルリターンを追求します。そのうえで、「シ
ンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＪＰＹクラス」において、原則として、米ドル売り、円買いの為替取引を行います。

（注7） 上記のグラフは、ブラウン・ブラザーズ・ハリマン・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッドの財務諸表をもとに記載してあります。
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［短期公社債マザーファンド］
◆１万口当たりの費用明細

（2017年８月23日～2018年８月22日）
　該当事項はございません。
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◆基準価額の推移

◆組入上位10銘柄
　2018年８月22日現在、有価証券等の残高はございません。

（注１）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）その他は、純資産総額から有価証券等を差し引いた数字です。
（注３）比率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示してあります。なお、合計は、四捨五入の関係で合わない場合があります。

※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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（注1） 比率は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」の純資産総額に対する割合です。
（注2） 「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＪＰＹクラス」は、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エク

イティ・ファンド」の個別クラスとなっております。
（注3） 国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示してあります。
（注4） その他は、純資産総額から有価証券を差し引いた数字です。
（注5） 比率は、小数点以下第2位を四捨五入しています。なお、合計は、四捨五入の関係で合わない場合があります。
（注6） 米ドル以外の通貨建ての有価証券に対して、「シンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド」において、原則として当該有価

証券の発行通貨売り／米ドル買いの為替取引を行い、米ドルベースで現地源泉税を含む諸費用を考慮したトータルリターンを追求します。そのうえで、「シ
ンコウ・グローバル・インフラストラクチャー・エクイティ・ファンド－ＪＰＹクラス」において、原則として、米ドル売り、円買いの為替取引を行います。

（注7） 上記のグラフは、ブラウン・ブラザーズ・ハリマン・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッドの財務諸表をもとに記載してあります。

90006_シンコウ･グローバル･インフラ･ストラクチャー･エクイティ･ファンドJPYクラス_764633.indd   2 2019/04/16   11:15:04

14

交付_90006_118311_20190215_四校_世界好配当アドバンスト・インフラ株式ファンド円コース_761222.indd   14 2019/04/19   15:24:20

＜当ファンドの参考指数について＞
●Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Return
・�Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Returnは、インフラ施設の保有やオペレーショ

ンを主として行っている世界の企業の中で、相対的に配当利回りの高い銘柄で構成された指数です。
・�Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Returnは、公表している機関の知的財産です。

同機関は、当該指数の算出、公表、利用などに関する一切の権利を有しております。同機関はファンドの運用成績などに関する一
切の責任を負いません。

●Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Return（円換算）
・�Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Return（円換算）は、Dow Jones Brookfield 

Global Infrastructure Composite Yield Index Total ReturnをアセットマネジメントOneが円換算したものです。Dow Jones 
Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Returnは、インフラ施設の保有やオペレーションを主として
行っている世界の企業の中で、相対的に配当利回りの高い銘柄で構成された指数です。

・�Dow Jones Brookfield Global Infrastructure Composite Yield Index Total Returnは、公表している機関の知的財産です。
同機関は、当該指数の算出、公表、利用などに関する一切の権利を有しております。同機関はファンドの運用成績などに関する一
切の責任を負いません。

＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞
●「東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）」は、東京証券取引所第一部に上場されているすべての株式の時価総額を指数化したものです。

同指数は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関す
るすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。

●「ＭＳＣＩコクサイ・インデックス」は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．が開発した株価指数で、日本を除く世界の主要先進国の株価指数を、
各国の株式時価総額をベースに合成したものです。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．に
帰属します。また、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．は同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

●「ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス」は、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．が開発した株価指数で、新興国の株価指数を、各
国の株式時価総額をベースに合成したものです。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．に帰
属します。また、ＭＳＣＩ　Ｉｎｃ．は同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

●「ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債」は、野村證券株式会社が国内で発行された公募利付国債の市場全体の動向を表すために開発した投
資収益指数です。同指数の知的財産権その他一切の権利は野村證券株式会社に帰属します。なお、野村證券株式会社は、同指数の
正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。

●「ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）」は、ＦＴＳＥ Ｆｉｘｅｄ Ｉｎｃｏｍｅ ＬＬＣにより運営され、日本を除く世界主
要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。同指数はＦＴＳＥ Ｆｉｘｅｄ Ｉｎｃｏｍｅ 
ＬＬＣの知的財産であり、指数に関するすべての権利はＦＴＳＥ Ｆｉｘｅｄ Ｉｎｃｏｍｅ ＬＬＣが有しています。

●「ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド」は、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーが公表
している新興国の現地通貨建ての国債で構成されている時価総額加重平均指数です。同指数に関する著作権等の知的財産その他一
切の権利はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーに帰属します。また、同社は同指数の内容を変更する権利および
公表を停止する権利を有しています。
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